
.集会であいさつする細川憲了実行委員長（ねむろ「九条の会」代表）

ね
む
ろ
「
九
条
の
会
」
が
呼
び
掛
け
た
、
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
九
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
根
室
実
行

委
員
会
」
は
、
二
十
一
賛
同
団
体
、
二
つ
の
政
党
と
賛
同
す
る
個
人
百
六
十
人
以
上
が
参
加
す
る
大
き
な
組

織
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
実
行
委
員
会
」
主
催
で
、
い
ま
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
「
違
憲
」
の
「
戦
争

立
法
」
に
反
対
す
る
集
会
が
７
月
３
日
午
後
６
時
か
ら
市
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
二
十
一
の
賛
同
団
体
、
社
民
党
、
共
産
党
と
個
人
賛
同
者
な
ど
約
１
５
０
名
が
集
ま
り
、
「
戦
争

立
法
に
反
対
」「
憲
法
守
れ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
に
多
数
結
集

「
総
が
か
り
行
動
根
室
実

行
委
員
会
」
に
は
、
建
交
労
島

津
商
店
支
部
、
建
交
労
根
室
支

部
、
自
治
労
市
職
労
、
新
婦
人
、

全
道
庁
、
年
金
者
組
合
、
道
退

教
、
全
労
働
職
安
支
部
、
勤
医

協
友
の
会
、
勤
医
協
ね
む
ろ
医

院
、
勤
医
労
、
根
教
組
、
空
襲

研
究
会
、
高
退
蓮
、
市
関
連
職

労
、
市
児
童
館
労
組
、
市
労
蓮
、

母
親
連
絡
会
、
た
ん
ぽ
ぽ
企
業

組
合
、
根
労
連
、
高
教
組
の
賛

同
二
十
一
団
体
（
呼
び
か
け
団

体
を
除
く
）
と
個
人
賛
同
者
百

六
十
七
人
が
参
加
す
る
組
織

に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
賛
同

者
に
は
、
考
古
学
者
の
北
構
保

男
氏
、
元
市
議
会
議
長
の
田
家

政
一
氏
、
医
師
の
田
辺
利
男
氏
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、
江
村
裕
司
氏
、
上
田
則
之
氏

を
始
め
と
し
て
元
学
校
長
、
教

員
経
験
者
、
美
術
な
ど
の
文
化

関
係
者
、
酪
農
家
、
漁
業
者
、

自
然
保
護
関
係
者
、
ス
ポ
ー
ツ

関
係
者
、
元
労
働
組
合
関
係

者
、
元
町
内
会
役
員
や
主
婦
の

方
々
な
ど
が
名
を
連
ね
「
市
民

運
動
」
上
で
か
つ
て
な
い
ほ
ど

の
歴
史
的
運
動
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平
和
の
願
い
込
め
た
発
言

３
日
の
集
会
で
は
幹
事
団

体
の
全
道
庁
浜
屋
議
長
、
市
労

連
の
丸
子
副
委
員
長
、
市
職
労

の
松
崎
委
員
長
、
元
市
議
会
議

長
田
家
政
一
さ
ん
、
若
い
世
代

か
ら
勤
医
協
ね
む
ろ
医
院
の

有
田
明
恵
看
護
師
、
退
職
者
の

武
隈
善
次
さ
ん
、
女
性
の
柴
草

道
子
さ
ん
、
フ
ロ
ア
ー
発
言
で

は
、
織
田
忠
弘
ら
が
発
言
し
ま

し
た
。
戦
争
法
は
「
憲
法
違

反
」
。「
国
会
を
包
囲
す
る
世
論

を
大
き
く
」
「
あ
の
恐
ろ
し
い

戦
争
体
験
者
だ
か
ら
こ
そ
絶

対
戦
争
は
ダ
メ
」
「
憲
法
に
違

反
し
て
も
罰
せ
ら
れ
な
い
が

こ
れ
を
権
力
者
は
肝
に
銘
ず

る
べ
き
」
の
声
が
次
々
出
さ
れ

最
後
に
副
実
行
委
員
長
の
根

労
蓮
議
長
中
山
裕
一
氏
が
「
世

論
の
大
い
な
る
喚
起
こ
そ
廃

案
へ
の
道
」
と
し
今
後
も
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
と
訴
え
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
が
上
、
下
両
院
で
可

決
し
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
六

月
二
十
九
日
に
「
ロ
シ
ア
海
域

で
の
流
し
網
禁
止
法
」
に
サ
イ

ン
し
た
問
題
は
、
こ
の
水
域
で

の
サ
ケ
マ
ス
流
し
網
に
よ
る

水
揚
げ
に
頼
っ
て
き
た
根
室

市
に
と
っ
て
、
地
域
の
死
活
的

な
問
題
へ
と
発
展
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

根
室
市
等
の
試
算
で
は
釧

根
地
域
全
体
で
２
５
１
億
円

に
も
及
ぶ
損
出
額
で
そ
の
内
、

根
室
市
分
は
約
２
５
０
億
円

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地

域
で
は
多
く
の
職
種
が
こ
の

サ
ケ
マ
ス
漁
に
関
連
し
て
お

り
、
実
際
に
は
こ
の
「
試
算
額
」

を
は
る
か
に
超
え
る
影
響
が

予
想
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
直
ち
に
経
済
的
な
影
響

が
出
て
い
る
分
野
や
秋
以
降
、

と
り
わ
け
年
末
の
影
響
が
計

り
知
れ
な
い
状
況
と
な
る
分

野
も
出
て
て
お
り
、
地
域
経
済

は
も
と
よ
り
、

地
域
社
会
の
崩

壊
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
状
況

と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
は
「
ロ
シ
ア
２

０
０
海
里
内
サ
ケ
・
マ
ス
流
し

網
漁
業
根
室
市
対
策
本
部
」
を

再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
対
応
し

て
い
ま
す
。
二
元
代
表
制
の
一

方
で
あ
る
市
議
会
で
の
対
応

が
十
分
で
な
く
、
ど
の
様
な
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
か
「
各
派

代
表
者
会
議
」
が
７
月
６
日
に

開
か
れ
こ
の
問
題
へ
の
対
応

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
の
中
で
、
各
派
の

代
表
者
か
ら
国
が
「
行
政
や
経

済
団
体
に
対
し
て
動
く
な
と

い
う
趣
旨
を
伝
え
来
た
目
的

が
何
処
に
あ
る
の
か
」
「
道
の

対
応
や
国
の
機
関
の
対
応
に

疑
問
が
あ
る
」
等
々
の
「
怒
り
」

の
声
も
出
さ
れ
、
市
中
経
済
の

深
刻
な
実
態
に
対
す
る
的
確

な
対
応
策
が
必
要
と
の
認
識

で
一
致
し
ま
し
た
。

今
後
、
議
会
と
し
て
ど
う
い

う
組
織
を
立
ち
上
げ
て
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
今
週
の
金

曜
日
に
再
び
「
代
表
者
会
議
」

を
開
催
し
、
遅
く
て
も
７
月
第

４
週
に
は
、
緊
急
議
会
を
開
い

て
組
織
の
立
ち
上
げ
と
同
時

に
今
後
、
議
会
と
し
て
の
活
動

方
向
を
早
急
に
検
討
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。


